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災
害
と
防
災
の
歴
史

̶

長
万
部
を
襲
っ
た
災
害
を
振
り
返
る
。̶

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、
近
年
、
日
本
は
数
多
く
の
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
災
害
リ
ス
ク
と
共
生
し
つ
つ
成
り
立
っ
て
い
る
。
長
万
部
も
ま

た
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
町
が
直
面
し
た
平
成
の
災
害
と
防
災
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

北
海
道
南
西
沖
地
震

　　

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
７
月
12
日
午
後
10

時
17
分
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
は
、

奥
尻
島
の
北
西
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
巨
大
地
震
で
、
町
で
は
推

定
震
度
６
を
記
録
し
た
。

　

就
寝
前
の
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
に
襲
っ
た
激
し

い
揺
れ
。
食
器
類
や
ガ
ラ
ス
の
破
損
、
家
具
や

壁
、
塀
の
倒
壊
な
ど
、
人
々
は
身
を
守
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
。
液
状
化
現
象
に
も
見
舞
わ
れ
、

停
電
、
断
水
、
ガ
ス
供
給
停
止
、
道
路
の
陥
没

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
直
ち
に

設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
は
、
被
害
調
査

や
生
活
水
の
確
保
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
配
付

な
ど
に
奔
走
し
た
。

　

破
損
家
屋
は
約
５
０
０
戸
（
う
ち
全
壊
６

戸
）
、
公
共
施
設
を
含
め
た
被
害
額
は
50
億
を

超
え
た
。
当
時
の
町
の
当
初
予
算
に
匹
敵
す
る

額
と
い
う
か
ら
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
が
わ
か

る
。

　

２
年
後
の
平
成
７
年
、
町
は
、
防
災
意
識
の

普
及
と
向
上
を
図
る
た
め
、
７
月
12
日
を
「
長

万
部
町
防
災
の
日
」
に
指
定
し
た
。

有
珠
山
噴
火

　　

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
３
月
の
有
珠
山
噴

火
は
、
町
へ
の
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
避
難
民
の
受
け
入
れ
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　

27
日
か
ら
火
山
性
地
震
が
頻
発
し
、
29
日

に
は
周
辺
市
町
村
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
早
く
か
ら
警
戒
体
制
が
敷
か
れ
た
。
30

日
、
町
は
消
防
署
員
４
人
と
タ
ン
ク
車
１
台
を

現
地
に
派
遣
。
31
日
午
後
１
時
10
分
、
有
珠
山

は
23
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
。

　

虻
田
町
長
か
ら
の
避
難
者
受
け
入
れ
要
請

を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
12
施
設
に
避
難
所
を
開
設
。
庁

内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
者

受
け
入
れ
は
ピ
ー
ク
時
の
４
月
３
日
、
１

３
１
６
人
に
達
し
て
い
る
。
町
立
病
院
で

は
、
虻
田
町
（
現
洞
爺
湖
町
）
内
の
病
院

や
避
難
所
か
ら
約
40
人
の
入
院
患
者
を

受
け
入
れ
た
。
役
場
職
員
は
４
月
９

日
ま
で
24
時
間
体
制
で
対
応
し
た
。

　

な
お
、
８
月
、
虻
田
町
か
ら
お
礼

03

04

01

02

と
し
て
５
０
０
万
円
が
届
け
ら
れ
た
が
、
長
万

部
町
は
ほ
ぼ
同
額
に
当
た
る
災
害
監
視
車
を

同
町
に
寄
贈
し
た
。

東
日
本
大
震
災

　　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
未
曾
有
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
。
長
万
部
町
の
震
度
は
３
だ
っ
た
も
の

の
、
午
後
３
時
14
分
に
は
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
消
防

車
両
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
主
避
難
者
用
施

設
の
確
保
、
広

報
活
動
を
行
っ

た
。
同
30
分
に
は

大
津
波
警
報
に
切

り
替
わ
っ
た
た
め
、

海
岸
に
面
す
る
地
域

に
避
難
勧
告
を
発
令
、

広
報
活
動
を
徹
底
し
た
。

　

国
縫
小
学
校
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
静
狩
振
興

会
館
の
５
か
所
に
集
ま
っ
た
合
計
４
９
３
人
の

避
難
者
は
、
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し
た
。
12
日

午
後
１
時
50
分
に
大
津
波
警
報
か
ら
津
波
警

報
に
切
り
替
わ
り
、
午
後
３
時
10
分
に
は
避

難
者
全
員
が
自
主
的
に
帰
宅
、
幸
い
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
縫
・
大
中
・
長
万
部
・
静
狩
の

各
漁
港
で
は
冠
水
に
よ
り
漁
港
内
施
設
や
漁

船
な
ど
が
破
損
被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ホ

タ
テ
貝
の
養
殖
施
設
が
大
破
し
た
ほ
か
、
稚
貝

や
成
貝
に
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
被
害
額
は

合
計
８
億
円
に
及
ん
だ
。

謎
の
巨
大
水
柱

　　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
８
月
８
日
、
飯
生

神
社
敷
地
内
に
突
如
出
現
し
た
巨
大
水
柱
は
、

高
さ
約
30
ｍ
。
調
査
の
結
果
、
人
体
に
影
響
す

る
有
害
物
質
は
発
見
さ
れ
ず
、
水
温
21
・
５
℃
、

強
度
の
食
塩
泉
と
判
明
。
周
辺
の
建
物
や
車
に

錆
が
出
る
危
険
が
あ
り
、
何
よ
り
も
ご
う
音
が

住
民
を
悩
ま
せ
た
。

　

対
策
の
検
討
を
進
め
る
中
、
50
日
後
の
９

月
26
日
、
水
柱
の
噴
出
が
止
ま
っ
た
。
町
は
、

再
噴
出
に
備
え
て
、
防
音
装
置
（
特
殊
な
吸
音

パ
ル
プ
を
は
め
込
ん
だ
防
音
壁
で
水
柱
を
覆

い
、
ご
う
音
を
吸
収
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

た
。
突
如
噴
き
出
し
突
如
と
し
て
止
ま
っ
た
巨

大
水
柱
。
こ
れ
が
続
け
ば
、
一
種
の
災
害
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

充
実
す
る
防
災
対
策

　　

寿
都
町
か
ら
黒
松
内
町
を
経
て
長
万
部
町

に
至
る
長
さ
32
㎞
の
黒
松
内
低
地
断
層
帯
で

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大
震
度
６
強
、
30

年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
２
〜
５
％
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

「
長
万
部
町
地
域
防
災
計
画
」
を
基
本
と
し
、

「
長
万
部
町
災
害
用
備
蓄
計
画
」「
長
万
部
町

津
波
避
難
計
画
」「
長
万
部
町
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
災
害
に
備

え
て
い
る
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
は
東

京
理
科
大
学
と
の
間
で
「
災
害
時
等
に
お
け
る

協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
役
場
庁

舎
の
被
災
時
、
同
大
学
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
災
害
対
策
本
部
機
能
を
移
転
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
７
月
、
北
海
道
が

太
平
洋
沿
岸
の
市
町
村
に
お
け
る
新
た
な
津

波
浸
水
被
害
想
定
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

当
町
は
既
存
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
・
統

合
を
実
施
し
、
各
種
防
災
情
報
と
合
わ
せ
た

新
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
、
全
戸
配

布
し
た
。
災
害
の
備
え
や
、
災
害
発
生
時
の
行

動
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
緊
急
性
の
高
い
災
害
情
報
に
つ
い

て
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
き
た
が
、

さ
ら
に
令
和
２
年
度
に
は
希
望
世
帯
に
対
し
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
を
開
始
し
た
。
災

害
以
外
の
情
報
配
信
も
行
い
、
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
人
に
と
っ
て
も
貴
重
な
情
報
入
手
手
段
と

な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
最
中
の
令
和
４
年
度
に
は
、
感
染

症
対
策
を
含
め
た
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
実

施
し
た
。
同
年
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く

長
万
部
町
水
災
害
避
難
啓
発
動
画
を
制
作
し
、

一
般
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
は
近
隣
市
町

村
や
各
種
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
と
災
害
時

の
相
互
協
力
協
定
を
約
25
か
所
と
結
ん
で
い

る
。

01.
02.
03.
04.

北海道南西沖地震の被害

水災害避難啓発動画

水柱の塩害対策で消防が散水

防災出前講座の実施（高砂町内会）
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援

̶

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
、
次
代
の
長
万
部
を
築
く
。̶

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
就
労
の
多
様
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど

も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
今
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を

支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

01.
02.

　03.
04.

いずみ保育園
さかえ保育所・子育て支援センター
放課後みっけクラブ
学童保育所ななかまど

05.
06.

　07.
08.

マリア幼稚園
こども食堂おっちゃんこ
子育て支援センターで遊ぶ子どもたち
ななかまどのお楽しみ会

01

02

03

08 0607

05

04

町
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
た
め
に

　

町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
北
海
道
の
水
準

よ
り
も
高
い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
43
人
だ
っ
た
町
内

の
出
生
数
は
、
平
成
27
年
に
は
27
人
へ
と
減
少

し
、
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。
０

〜
５
歳
の
就
学
前
児
童
は
平
成
22
年
の
２
１
６

人
か
ら
減
少
し
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に

は
１
７
４
人
と
な
る
な
ど
、
長
万
部
町
も
例
外

な
く
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

少
子
化
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、
国
は

そ
の
対
策
に
力
を
注
い
で
き
た
。
平
成
24
年
８

月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３

法
」
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
共
通
の
仕
組
み

が
定
め
ら
れ
た
。

　

３
法
の
う
ち
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

に
基
づ
き
、
町
で
は
平
成
27
年
に
「
長
万
部
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
（
平
成
27

〜
31
年
度
）
、
さ
ら
に
令
和
２
年
に
「
第
２
期

三
つ
の
保
育
所
・
幼
稚
園

　

町
の
次
代
を
担
う
貴
重
な
子
ど
も
た
ち

（
就
学
前
）
を
、
三
つ
の
保
育
所
・
幼
稚
園
が

支
え
て
い
る
。　

　

町
立
の
保
育
所
と
し
て
平
成
17
（
２
０
０

５
）
年
９
月
、
大
町
保
育
所
と
統
合
し
南
栄
町

に
開
所
し
た
さ
か
え
保
育
所
（
定
員
60
人
）
が

あ
る
。
３
歳
以
上
、
３
歳
未
満
と
も
対
応
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
各
種
子
育

て
事
業
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

私
立
の
い
ず
み
保
育
園
（
定
員
42
人
）
は
、

長
万
部
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
令
和
２
〜
６
年
度
）
を
策
定
し
た
。
「
み
ん

な
の
ふ
れ
あ
い
と
優
し
さ
で 

子
ど
も
を
育
む

『
お
し
ゃ
ま
ん
べ
』
」
を
基
本
理
念
と
し
て
手

厚
い
子
育
て
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
本
町
の
乗
蓮
寺
境

内
に
開
園
し
た
保
育
所
。
長
く
認
可
外
保
育

施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
４
月
に
新
園
舎
の
完
成
と
と

も
に
認
可
保
育
所
に
移
行
し
た
。
３
歳
以
上
の

ほ
か
、
０
〜
２
歳
児
保
育
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

昭
和
35
年
に
開
園
し
た
長
万
部
マ
リ
ア
幼

稚
園
（
定
員
60
人
）
は
、
令
和
３
年
２
月
に
新

園
舎
（
富
野
）
が
完
成
す
る
と
と
も
に
４
月
に

は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
、
横
割
り
（
年
齢
別
）
を
組

み
入
れ
な
が
ら
も
縦
割
り
（
異
年
齢
児
）
保
育

を
導
入
し
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
を
支
援
し
て

い
る
。
保
育
利
用
は
０
歳
児
か
ら
行
う
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

長
万
部
町
に
お
け
る
女
性
の
年
齢
階
層
別

就
業
率
を
見
る
と
、
25
歳
以
上
は
お
お
む
ね

70
％
以
上
（
平
成
27
年
国
勢
調
査
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
が
放
課
後
い

か
に
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
な
課
題

と
な
る
。

　

町
で
は
、
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
平
成
27
（
２
０
１

５
）
年
４
月
、
学
童
保
育
所
「
な
な
か
ま
ど
」

を
開
始
し
た
。
父
母
が
昼
間
働
い
て
い
る
な
ど

家
庭
に
い
な
い
児
童
に
生
活
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
放
課
後
だ
け
で
は
な
く
、
夏
休
み
、
冬

休
み
な
ど
学
校
の
長
期
休
業
中
も
利
用
で
き

る
。
遊
び
や
勉
強
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
食
事

の
提
供
も
あ
る
。
旧
大
町
保
育
所
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
に
は
、

「
放
課
後
み
っ
け
ク
ラ
ブ
」
を
開
始
し
た
。
町

の
全
て
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
（
水

曜
日
）
や
休
日
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
放
課
後
子

ど
も
体
験
教
室
で
あ
る
。

　

「
み
っ
け
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
に
は
、

「
長
万
部
の
い
い
と
こ
ろ
、
友
だ
ち
の
い
い
と

こ
ろ
、
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を
〝
み
っ
け
〞
ら

れ
る
よ
う
な
活
動
を
す
る
」
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２
階
を
会
場
と
し
、

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
実
施
。
町
教
育
委

員
会
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
が
、
運
営
に
つ

い
て
は
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
主
宰
す
る

「
o
f
f
i
c
e
ご
え
ん
」
に
委
託
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
２
月
、
こ
ど
も
食
堂
「
お
っ
ち
ゃ

ん
こ
」
（
南
栄
町
）
が
始
ま
っ
た
。
町
の
福
祉

事
業
と
し
て
民
間
が
運
営
し
て
い
る
。
町
民
か

ら
食
材
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
。
月
１
回
（
第
３
土
曜

日
）
の
お
昼
に
食
事
を
無
料
で
提
供
す
る
。
昼

食
の
後
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
ま
で
含
め
て

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る

こ
と
が
特
徴
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。


	長万部町記念誌（見開き）.pdfから挿入したしおり
	2023_gyousei_oshamambe_H04_01_D03-2B
	2023_gyousei_oshamambe_P01_H02
	2023_gyousei_oshamambe_P03_02
	2023_gyousei_oshamambe_P05_04
	2023_gyousei_oshamambe_P07_06
	2023_gyousei_oshamambe_P09_08
	2023_gyousei_oshamambe_P11_10
	2023_gyousei_oshamambe_P13_12
	2023_gyousei_oshamambe_P15_14
	2023_gyousei_oshamambe_P17_16
	2023_gyousei_oshamambe_P19_18
	2023_gyousei_oshamambe_P21_20
	2023_gyousei_oshamambe_P23_22
	2023_gyousei_oshamambe_P25_24
	2023_gyousei_oshamambe_P27_26
	2023_gyousei_oshamambe_P29_28
	2023_gyousei_oshamambe_P31_30
	2023_gyousei_oshamambe_P33_32
	2023_gyousei_oshamambe_P35_34
	2023_gyousei_oshamambe_P37_36
	2023_gyousei_oshamambe_P39_38
	2023_gyousei_oshamambe_P41_40
	2023_gyousei_oshamambe_P43_42
	2023_gyousei_oshamambe_P45_44
	2023_gyousei_oshamambe_P47_46
	2023_gyousei_oshamambe_H03_48


